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検索する方法として、皮質・皮質間誘発電位（cortico-cortical evoked potential: 
CCEP）がある。これは、臨床検査として、硬膜下電極から 1 Hz の頻度で皮質
を単発で電気刺激し、皮質間結合を介して隣接および遠隔領域から誘発される
電位であり、皮質間の機能的結合性の動的指標となる。また、硬膜下電極から
記録できる 100-200 Hz の高周波活動（high gamma activity: HGA）は電極直













N1、N2 に重畳する HGA のパワー値を興奮性の指標として用いた。＜結果＞
11 人の患者で各睡眠段階において総計 19 か所を刺激し、45 か所の解析部位を
得て、それらの部位での反応を比較検討した。その結果、以下の結果が得られ
た。①N1 の大きさは、N1 出現時の HGA のパワーと相関した。②皮質結合性
と興奮性は覚醒とノンレム睡眠で異なり、レム睡眠は覚醒とノンレム睡眠の中
間の特徴を示した。③覚醒時に比し、ノンレム睡眠時には外的入力（皮質刺激）














電位（cortico-cortical evoked potential: CCEP）と、それに伴う 100-200 Hz の高周
















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 27 年 9 月 14 日実施の論文内容とそれに
関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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